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　絆で創る、魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝、早起き、ラジオ体操、朝ごはん！　

今月の表紙｜ホノホシ海岸

人口｜合計
8,295 人 ( 前月比 :－ 8 )

人口｜男
4,117 人 ( 前月比：－ 1)

人口｜女
4,178 人（前月比：－ 7 ）

世帯数｜合計
5,133 世帯 ( 前月比：－ 2 ）

まちの人口と世帯
住民基本台帳 令和 5 年 11 月末

02  | 新年のご挨拶
07  |  1 月のお知らせ
18  | 初心者向けスマホ教室
21  | まちのできごと
　　 令和 5 年人権教室
22  | 古高だより
23  | 戸籍の窓
 　 　1 月休日当番医のお知らせ
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Setouchi Town Administration 瀬戸内町行政｜ 2024 年頭あいさつ

「

人
が
輝
く　

夢
と
希
望
に
満
ち
た　

魅
力
あ
る
シ
マ
」
を
目
指
し
て

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

  

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
で
ご
活
躍
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心

新
た
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

  

昨
年
は
、
世
界
中
で
猛
威

を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
位

置
付
け
ら
れ
、
こ
れ
を
機
運

と
し
て
、
全
国
に
お
け
る
経

済
活
動
の
回
復
が
着
実
に
進

ん
だ
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
奄
美
群
島
日
本
復
帰

７
０
周
年
記
念
も
重
な
り
、

奄
美
全
体
が
活
気
に
満
ち
た

一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
を

見
据
え
取
り
組
ん
で
き
た
各

施
策
や
、
今
年
度
、
前
期
計

画
の
最
終
年
度
を
迎
え
る

『
瀬
戸
内
町
長
期
振
興
計
画
』

に
掲
げ
る
施
策
等
の
展
開

を
、
迅
速
か
つ
着
実
に
実
行

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

  

本
年
は
併
せ
て
、
昨
年
度

に
ま
と
め
た
、
瀬
戸
内
町
の

未
来
を
起
点
と
し
た
基
本
構

想
の
骨
子
案
を
基
に
、
長
期

的
な
視
点
で
町
の
将
来
像
を

描
く
た
め
の
新
た
な
計
画

『
瀬
戸
内
町
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
』
の
策
定
及
び
新
た
に

掲
げ
る
施
策
の
展
開
を
図
り

つ
つ
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
り
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
『
瀬

戸
内
町
デ
ジ
タ
ル
未
来
宣

言
』
に
基
づ
い
た
取
り
組
み

を
実
施
し
な
が
ら
、「
誰
ひ

と
り
取
り
残
さ
れ
ず
、
幸
せ

で
輝
い
て
生
き
て
い
け
る

シ
マ
」「
夢
と
希
望
を
も
っ

て
力
強
く
生
き
て
い
け
る

シ
マ
」 「
い
ろ
ん
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
シ
マ
」、

そ
し
て
、「
ひ
と
が
輝
く
夢

と
希
望
に
満
ち
た
魅
力
あ
る

シ
マ
」の
基
本
理
念
の
基
に
、

町
政
運
営
に
邁
進
し
て
参
り

ま
す
。

  

全
て
の
町
民
が
幸
せ
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
、
若
者
が
希

望
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
辛
苦

の
中
で
日
本
の
発
展
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
て
き
た
先
輩
や

仲
間
た
ち
が
、
安
心
し
て
い

つ
で
も
帰
れ
る
ま
ち
を
作
る

こ
と
が
私
の
使
命
で
す
。
今

後
も
町
民
・
全
国
の
郷
友
会
・

鎌田 愛人
KAMADA　Naruhito

瀬戸内町長

役
場
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
、

よ
り
強
固
な｢

チ
ー
ム
せ
と
う

ち｣

を
作
り
上
げ
、
皆
様
の
声

に
耳
を
傾
け
心
に
寄
り
添
い
な

が
ら
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
よ
り

一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様

方
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満

ち
た
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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2024 年頭あいさつ｜瀬戸内町議会 Setouchi Town  Assembly

「

施
策
立
案
・
提
言
の
で
き
る
議
会
」
を
目
指
し
て

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
で
ご
活
躍
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
ご
健
勝
で
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
私
共
の

議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
元
出
身
の
明
生

関
の
活
躍
や
古
仁
屋
中
相
撲

部
の
全
国
制
覇
、
町
役
場
勤

務
の
龍
山
和
彦
さ
ん
が
世
界

相
撲
選
手
権
中
量
級
で
準
優

勝
、
新
極
真
空
手
で
は
本
町

出
身
の
渡
辺
大
士
選
手
が
全

世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
の

型
部
門
で
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
り
、
子
供
た
ち
も
全

国
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
ま
た
、
本
町
出
身
の

泰
美
勝
さ
ん
が
、
女
子
野
球

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
代
表

選
手
に
選
ば
れ
活
躍
す
る
な

ど
、
本
町
を
元
気
づ
け
る
明

る
い
話
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
第
５
類
へ
の
移

行
に
伴
い
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
や
世

界
自
然
遺
産
登
録
も
追
い
風

に
観
光
客
も
増
え
、
交
流
人

口
の
増
加
が
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
に

加
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
の
対
立
が
起
こ
り
、

世
界
経
済
に
お
い
て
も
農
産

物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
へ
の

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の

上
、
円
安
に
よ
る
物
価
の
高

騰
が
生
活
基
盤
を
揺
る
が
し

て
も
お
り
ま
す
。
今
後
は
、

町
民
の
生
活
の
安
定
化
、
新

た
な
雇
用
の
創
出
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
奄
美
群
島
が
日
本
復

帰
７
０
周
年
を
迎
え
、
先
人

の
偉
業
と
ご
労
苦
に
思
い
を

致
し
、
そ
の
歴
史
を
後
世
に

引
き
継
ぎ
、
新
た
な
時
代
の

瀬
戸
内
町
、
奄
美
群
島
を
創

り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

更
に
、
今
年
３
月
末
で
期

限
を
迎
え
る
奄
美
群
島
振
興

開
発
特
別
措
置
法
の
改
正
・

延
長
の
実
現
が
、
奄
美
群
島

の
自
立
的
発
展
、
定
住
の
促

進
、
そ
し
て
住
民
の
生
活
の

安
定
及
び
福
祉
の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
の
振
興
発
展
の
た

め
、
私
共
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
町
行
政
と
一
体
と

向野　忍
KONO　Shinobu

瀬戸内町議会議長

な
っ
て
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（SD

Gs

）
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
、
町
行
政

の
監
視
及
び
評
価
機
能
の
充
実
強

化
を
図
る
と
共
に
、
議
員
間
の
活

発
な
議
論
に
よ
り
政
策
立
案
、
提

言
の
で
き
る
議
会
へ
と
議
会
改
革

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
本
年
も
議
会
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

   

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
実
り
多
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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Setouchi Town Board of Education 瀬戸内町教育委員会｜ 2024 年頭あいさつ

「

２
１
世
紀
に
生
き
る
心
豊
か
で

　
　
　
　
　
　
　

た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

中村 洋康
NAKAMURA　Hiroyasu

瀬戸内町教育長

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

  

新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
瀬
戸
内
町
の
一
層
の
発

展
と
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力

が
大
い
に
発
揮
さ
れ
た
年
と

な
り
、「
〜
燃
ゆ
る
感
動
〜

鹿
児
島
国
体
・
か
ご
し
ま
大

会
」
で
は
本
町
出
身
者
の
活

躍
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

古
仁
屋
中
学
校
相
撲
部
の

４
０
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
優

勝
の
快
挙
に
は
、
改
め
て
本

町
の
子
供
た
ち
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
さ
と
と
も
に
、

教
育
の
本
質
で
あ
る
可
能
性

を
引
き
出
し
、
更
に
伸
ば
し

て
い
く
重
要
性
を
実
感
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
奄
美
群
島
日
本
復
帰

７
０
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
開
催
さ
れ
た
「
せ
と
う
ち

シ
ア
タ
ー
塾
」
に
よ
る
公
演

「
私
た
ち
の
望
む
も
の
は
」

で
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
演
技

は
、
多
く
の
観
客
の
感
動
を

呼
び
町
内
外
か
ら
絶
賛
の
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

   

各
学
校
に
お
い
て
も
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

活
用
し
た
授
業
も
順
調
に
進

ん
で
お
り
、「
主
体
的
で
対

話
的
な
学
び
」
並
び
に
「
個

別
最
適
な
学
び
」
を
身
に
付

け
る
教
育
を
引
き
続
き
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、「
２
１

世
紀
に
生
き
る
心
豊
か
で
た

く
ま
し
い
人
づ
く
り
」
を
基

本
目
標
と
し
て
、
各
種
施
策

の
実
現
に
向
け
教
育
風
土
の

構
築
と
充
実
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
が
、
年
頭
に
あ
た

り
、
本
町
の
教
育
行
政
施
策

の
概
要
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

全
て
の
教
育
の
基
本
で
あ
る

人
権
教
育
の
充
実
と
と
も

に
、
教
師
の
更
な
る
授
業
力

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

の
推
進
や
、
屋
内
運
動
場
及

び
教
員
住
宅
の
整
備
等
、
教

育
環
境
整
備
を
充
実
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

文
化
面
で
は
、
学
習
発
表

会
や
子
ど
も
島
口
伝
統
芸
能

大
会
な
ど
を
含
め
、
郷
土
教

育
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
で
は
、
未
就
学

児
に
お
け
る
運
動
能
力
の
向

上
、
子
ど
も
会
活
動
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
、
公
民
館
講
座
等

の
生
涯
学
習
の
充
実
、
文

化
財
の
保
存
活
動
や
近
代

遺
跡
調
査
・
啓
発
活
動
の

推
進
、
環
境
教
育
や
読
書

推
進
事
業
に
も
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
新

し
い
年
が
希
望
に
輝
き
、

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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＜子どもの育ちとくぐらせ期＞
くぐらせ期：「子どもが成長の段階に応じて、どのような体験をしてきたか」ということを

大切にする考え方

乳
児
期

抱っこの時間が多い

⇒スキンシップを通して
安心して周囲を信頼

特に、就学時までにくぐってきた経験
や体験が成長には大切であると言わ
れています。

幼
児
期

お絵かき・積み木・ま
まごとなどの遊び

⇒手先の鍛錬や脳の発
育、遊びが成長を促進

学
童
期

集団での学習活動

⇒自己中心から他者理
解、他者協調の生き方
の獲得、社会性の育成

①

②

物事の順序性を考えて！

●成長の段階に即さない
経験や体験が多いと･･･。

例：大人向けの遊び・活動
・動画、ゲーム等

◆子どもは、もっと強い刺激を
求めるようになっていくことが
考えられる。
◆精神と体、脳のアンバランス
（→反抗期の時期への影響）

油井小中学校

校長川畑 真英

今月の担当者

子どもにとって適切な時期に
与えられる体験は極めて重要！

の乳児期から幼児期において
一人遊びや家族中心の関わりから他者との関わりが増えていきます。自己中心的傾向にはありますが

戸惑い、ぶつかり合いながら他者との関わりを始めていきます。
の幼児期から学童期において

集団で学習する場が基本になります。自他を大切にする人間関係が基盤となって学習集団が成立しま
す。

◎ それぞれのステージに向けて、集団に向かうために必要な考え方や力などを育んでおくことが
お子さんのスムーズな育ちには必要です。

皆さんは、「ゲーム脳」という言葉を聞いたことはありませんか。
学童期までの子どもにとって、ゲームや動画などの電気信号は、右
脳や左脳の疲労度を高め、特に前頭葉の発育に支障をきたすとい
うのです。前頭葉は、他の脳の部分と比べて発育の始期が遅く、10
歳位まで掛けて発育が続くそうです。感情を司る役割をもち、その
発育には、読書や友達とのふれあい、体を動かす運動など「五感を
使う活動」がよいと言われています。

【油井の豊年踊り】

新しい年を迎え、2024年もステキな年になりますよう大いに励みましょう！

２月のご案内

かな保育園です。

①

②

教育委員会社会教育課
生涯学習係 担当：岩永
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児
期
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①

②
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発育には、読書や友達とのふれあい、体を動かす運動など「五感を
使う活動」がよいと言われています。

【油井の豊年踊り】

新しい年を迎え、2024年もステキな年になりますよう大いに励みましょう！

２月のご案内
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